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へ 帰り、 また 横にな つて 時刻 を 計って おる と、 もう 二 

番 鶏の 声が する、 よし、 好い 時刻が 来た ぞと、 急に 

ねまき じぶん どてら 

寝 衣 を 己の 榲袍に 着かえ、 そっと 広間の 方へ 住って、 

彼の 皿 鉢 を 執って 背中に 入れ、 何く わん 顔 をして、 座 

敷へ 帰って 煙草 を 喫んで おる と、 そこへ 女が 見廻って 

来る、 ところで、 女 は、 そんな 客に は毎晚 馴れて るの 

で、 何とも 思わない。 

(さあ、 もうお かえり) 

と 云う 奴 さ、 で 鸚鵡返しに、 ああ かえるよ と 云って、 

かえり かける と、 女 は洒々 として 送って 来る、 もうす 

こし じ や、 門口 を 一歩 出さえ すれば 大丈夫 じ や、 今、 



見つけられたら、 えらい 目に会わされる、 こいつ は大 

事に 歩かん といかん と 思って、 ゆつ さ、 ゆつ さと 廊下 

ねずのばん ぎゆう 

を 歩いて、 やっと 出口まで 来た、 不寝番の 妓夫 がいて、 

下駄 を 出し、 門口の 戸 を 細目に 開けて 呉れる、 下駄 を 

履いて、 出ようと すると、 女が 後から 来て、 半分 出か 

けた 俺の 背中 を、 それ も その 皿 鉢の 真上 を、 三つ 続け 

て、 とん、 とん、 とんと 叩いて、 

(また お出でよ) 

どろぼう 

と、 云って 笑った が、 皿 鉢 盗人 は 承知と 見えて、 そ 

れっきり 何も 云わない、 云わない 害さ、 泥 絵の 絵 具 を 

塗 つ たように、 金襴 手の 上薬が ぼろぼろ こぼれる とい 



う 一 一分 もしない 皿 鉢 さ」 

船 は 遠 州灘の 戸島の 側 を 通って いた。 船頭の 酔が や 

や 覚め かけて 話が きれぎれ になり かけた 時、 鼠色に 見 

える 白帆の 影に なった 空中に、 ふう わりと した ものの 

形が 何処から ともなく 見えて 来た。 雲霧 か 何 かが 風の 

ぐあいで 吹き飛ばされて 来た もの だろうと、 舵 i の 一 

人が それ を 見て 思った。 そのうちに その 雲霧の ような 

ものの 影 は、 ふわ ふわと 舵 柄の 傍へ 降りて 来た。 その 

影の 中には 蒼白い 人の 顔が あった。 船頭が 直ぐ それに 

眼 を 注け た。 船頭 は 煙管 を 逆手に かまえた。 

「船幽霊が 来 やが つた」 
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